
【特集】小浜で心癒したお初（常高院）

《表紙》
　今富小学校に自衛隊福井地
方本部から南極の氷が贈呈さ
れました。児童たちは初めて
見る古代の氷におおはしゃぎ。
氷の中の空気がはじける音を
聞くため耳を近づけたり、触っ
てたりして歴史とロマンを肌
で感じていました。

（７月８日）
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戦
国
の
世
に
生
ま
れ
る

　

お
初
は
、
北
近
江
（
滋
賀
県
東
北
部
）

を
支
配
し
た
戦
国
大
名
浅
井
長
政
と
織
田

信
長
の
妹
お
市
（
小
谷
の
方
）
の
次
女
と

し
て
、
近
江
国
浅
井
郡
の
小
谷
城
（
滋

賀
県
長
浜
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
正
確

に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
永
禄
十
一
年

（
一
五
六
八
）
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

兄
弟
は
、
姉
の
茶
々
、
妹
の
お
江
、
そ

し
て
兄
の
万
福
丸
が
い
た
そ
う
で
す
。

近
江
の
浅
井
氏

　

浅
井
氏
は
、
近
江
国
浅
井
郡
の
土ど
ご
う豪
で

し
た
が
、
北
近
江
の
守
護
職
京
極
氏
の

被ひ
か
ん官
と
な
り
、
京
極
氏
の
内
乱
に
乗
じ
て

戦
国
大
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
政
は
、
織
田
信
長
の
勢
力
拡
大
に
よ

り
そ
の
妹
お
市
を
妻
と
し
て
友
好
関
係
を

　

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
放
映
が

決
定
し
た
「
江　

〜
姫
た
ち
の
戦
国
〜
」。

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
戦
乱

の
世
を
駆
け
抜
け
た
「
浅
井
三
姉
妹
」
の

三
女
、
江
（
ご
う
）
を
主
人
公
に
し
た
内

容
で
す
。

　

こ
の
浅
井
三
姉
妹
、
長
女
の
茶
々
（
淀

殿
）
は
豊
臣
秀
吉
の
側
室
と
な
り
よ
く

知
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

次
女
の
お
初
（
常
高
院
）
の
こ
と
は
ご
存

じ
で
す
か
。

　

こ
の
「
お
初
」
こ
そ
小
浜
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
で
、
浅
間
の
常
高
寺
に
お
墓
が
あ

る
郷
土
の
偉
人
な
の
で
す
。
そ
こ
で
、
よ

く
知
ら
な
い
人
は
こ
の
機
会
に
、
知
っ
て

い
る
人
も
も
う
一
度
あ
ら
た
め
て
、
お
初

の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

戦
国
の
世
に
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
、

　
小
浜
で
心
癒
し
た 

お
初
（
常
高
院
）

築
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
信

長
の
越
前
朝
倉
氏
攻
略
を
期
に
朝
倉
側
に

付
き
ま
し
た
が
、
同
年
の
姉
川
の
合
戦
に

敗
北
。
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
信
長
に

よ
っ
て
朝
倉
氏
は
滅
亡
、
小
谷
城
も
猛
攻

撃
を
受
け
、
落
城
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

波
瀾
万
丈
の
幼
少
期

　

叔
父
信
長
に
よ
っ
て
小
谷
城
は
落
城
し

お
初
は
、
祖
父
（
久
政
）、
父
（
長
政
）、

兄
（
万
福
丸
）
を
亡
く
し
ま
す
。
母
と
三

姉
妹
は
城
を
出
て
尾
張
に
移
さ
れ
、
織
田

氏
の
保
護
と
な
り
ま
す
。
天
正
十
年
、
本

能
寺
の
変
で
信
長
が
没
し
、
そ
の
後
の
清

洲
会
議
で
母
が
柴
田
勝
家
に
再
嫁
し
た
こ

と
か
ら
、と
も
に
越
前
北
ノ
庄
（
福
井
市
）

へ
移
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
翌
年
羽
柴
秀
吉
に
よ
っ
て
北

ノ
庄
城
が
落
城
す
る
こ
と
に（
二

度
目
の
落
城
）。
勝
家
と
母
を
亡

く
し
、
以
後
秀
吉
の
庇ひ

ご護
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

三
姉
妹
の
行
き
先

　

天
正
十
二
〜
十
五
年
ご
ろ
、

ま
ず
妹
、
お
江
が
秀
吉
の
意
向

で
嫁
ぎ
ま
す（
最
初
は
佐
治
一
成《
離
縁
》。

次
い
で
豊
臣
秀
勝
《
死
別
》。
そ
し
て
徳

川
家
康
の
三
男
で
二
代
将
軍
と
な
る
徳
川

秀
忠
に
嫁
ぎ
ま
す
）。

　

お
初
は
天
正
十
五
年
ご
ろ
に
秀
吉
の
命

で
近
江
国
高
島
郡
大お
お
み
ぞ溝
を
領
し
た
京
極
高

次
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
夫
高
次
は
、
母
が
浅

井
久
政
の
娘
で
、
お
初
と
は
い
と
こ
に
あ

た
る
人
物
で
し
た
。

　

ま
た
、
姉
茶
々
は
秀
吉
の
側
室
と
な
り

跡
継
ぎ
を
産
ん
だ
こ
と
か
ら
、
淀
殿
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

夫
・
京
極
高
次

　

京
極
高
次
は
、永
禄
六
年（
一
五
六
三
）、

京
極
高
吉
（
高
慶
）
を
父
、浅
井
久
政
（
長

政
の
父
）
の
娘
を
母
と
し
て
小
谷
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
高
吉
が
信
長
に
属
し
て
い
た

た
め
、
幼
い
こ
ろ
は
人
質
と
し
て
岐
阜
に

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、浅
井
氏
滅
亡
後
、

五
千
石
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
能
寺
の
変
で
は
、
明
智
光
秀
に
味
方

し
、秀
吉
の
居
城
長
浜
城
を
囲
み
ま
し
た
。

光
秀
が
討
た
れ
る
山
﨑
の
合
戦
の
後
、
越

前
の
柴
田
勝
家
、
さ
ら
に
若
狭
の
武
田
元

明
を
頼
り
ま
し
た
が
、
若
狭
武
田
氏
滅
亡

後
、
妹
竜
子
（
姉
と
い
う
説
も
あ
り
）
が

秀
吉
の
側
室
（
松
の
丸
）
に
迎
え
ら
れ
る

の
に
及
ん
で
許
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
は
秀
吉

か
ら
近
江
国
高
島
郡
に
二
千
五
百
石
を
与

え
ら
れ
、
同
十
五
年
に
は
一
万
石
に
加
増

さ
れ
て
大
溝
城
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

ろ
に
秀
吉
の
命
で
お
初
を
夫
人
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
も
累
進
を
続
け
、
同
十
八

年
に
は
近
江
八
幡
二
万
八
千
石
を
領
し
、

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
に
は
、
大
津
で

六
万
石
の
大
名
に
列
し
大
津
宰さ
い
し
ょ
う
相
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

夫
の
妹
（
姉
）・
竜
子

　

京
極
高
次
の
妹
（
姉
）
で
あ
り
お

初
の
い
と
こ
で
も
あ
る
竜
子
も
、
小

浜
に
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
な
の
で

す
。

　

竜
子
は
、
若
く
し
て
若
狭
国
を
領

し
た
武
田
元
明
に
嫁
ぎ
、
後
瀬
山

ろ
く
の
守
護
館
に
居
住
し
て
い
ま
し

た
。

　

若
狭
武
田
氏
滅
亡
後
、
秀
吉
は
竜
子
の

家
系
と
美
ぼ
う
を
見
初
め
側
室
に
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
坂
城
西
の
丸
か
ら

伏
見
城
松
の
丸
に
居
住
し
た
た
め
「
松
の

丸
」
と
言
う
名
が
付
き
ま
し
た
。

秀
吉
の
死

　

慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）、
天
下
人
と

う
た
わ
れ
た
秀
吉
が
没
し
ま
す
。

　

松
の
丸
は
秀
吉
の
没
後
城
を
出
て
髪
を

降
ろ
し
、
寿
芳
院
と
名
乗
っ
て
京
極
高
次

の
大
津
城
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

茶
々
（
淀
殿
）
は
、
文
禄
二
年

（
一
五
九
三
）
に
出
産
し
た
秀
頼
と
と
も

に
大
坂
城
に
移
り
ま
し
た
。

　

お
初
と
京
極
高
次
に
と
っ
て
も
、
秀
吉

の
死
は
大
き
く
運
命
を
変
え
る
岐
路
と
な

り
ま
す
。

 CG キャラクターコンテストの
 最優秀作品（若狭おばま観光協会）

 CG キャラクターコンテストの
 最優秀作品（若狭おばま観光協会）

常高院（お初）像（常高寺所蔵）　　



江
戸
時
代
へ
の
変
革
期
の
女
性
の
一
生
を

象
徴
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

戦
禍
に
あ
い
幼
く
し
て
父
母
を
亡
く
し
、

戦
国
の
世
の
常
と
し
て
争
う
こ
と
に
な
っ

た
姉
と
妹
の
間
に
立
っ
て
何
と
か
和
を
保

と
う
と
し
た
お
初
。
つ
ら
く
困
難
な
人
生

を
歩
ん
だ
お
初
は
、
そ
の
心
を
癒
す
地
と

し
て
小
浜
を
選
び
、
今
も
浅
間
の
常
高
寺

か
ら
戦
い
の
な
い
平
和
な
日
本
を
見
つ
め

て
お
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
※
本
記
事
は
、
常
高
寺
の
澤
口
住
職
か
ら

　

お
話
を
伺
い
、
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民

　

俗
資
料
館
発
行
の「
戦
国
の
女
性
た
ち
」

　

か
ら
、
許
可
を
得
て
引
用
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
し
た
。
な
お
、同
資
料
館
で
は
、

　

来
年
四
月
九
日
か
ら
五
月
八
日
に
か
け

　

て
テ
ー
マ
展
「
戦
国
三
姉
妹　

初
」
を

　

開
催
す
る
予
定
で
す

　

七
月
三
日
、
四
日
に
お
初
と
京
極

高
次
が
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
の

無
料
化
イ
ベ
ン
ト
で
市
内
の
各
地

に
現
れ
ま
し
た
（
詳
し
く
は
フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

若
狭
お
ば
ま
観
光
協
会
や
市
で

は
、
Ｃ
Ｇ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
テ
ス

ト
最
優
秀
作
品
の
衣
装
を
使
っ
て
今

後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
観
光
客
の
誘
客

は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

親
し
ま
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
み
ん
な
で「
お
初
・

高
次
」
ブ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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関
ヶ
原
の
戦

　

秀
吉
の
没
後
、
京
極
高
次
は
徳
川
氏
に

付
き
ま
し
た
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

家
康
は
関
東
へ
下
る
際
に
大
津
城
に
立
ち

寄
り
、
高
次
を
は
じ
め
一
族
に
面
会
し
て

意
思
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
年
の

関
ヶ
原
の
戦
の
際
、
高
次
は
お
初
と
と
も

に
大
津
城
に
籠
城
し
て
家
康
に
通
じ
、
東

へ
向
か
う
西
軍
の
一
万
数
千
の
兵
を
大
津

で
阻
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
西
軍
の
猛
攻

を
受
け
、
つ
い
に
開
城
し
城
を
出
ま
し
た

（
お
初
に
と
っ
て
三
度
目
の
落
城
）。
高
次

は
そ
の
ま
ま
宇
治
に
退
き
、
高
野
山
に
謹

慎
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
若
狭
へ

　

関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
家
康
は
西
軍
の

東
進
を
防
い
だ
高
次
の
功
績
を
高
く
評

価
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
功
に
よ
り
高
次

は
、
若
狭
国
（
小
浜
藩
）
八
万
五
千
石
を

与
え
ら
れ
、
小
浜
に
入
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
翌
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
は
、

九
万
二
千
石
に
加
増
し
て
い
ま
す
。

高
次
の
子
・
忠
高

　

忠
高
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
高

次
と
側
室
於
崎
（
玉
台
院
）
の
間
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
後
の
若
狭
小
浜
藩
主
と
な
る

忠
高
の
妻
は
、
お
初
の
妹
お
江
の
四
女
初

姫
で
、
お
初
は
幼
い
こ
ろ
に
初
姫
を
養
女

と
し
て
忠
高
に
妻め

あ合
わ
せ
し
て
い
ま
し

た
。

高
次
の
死

　

高
次
は
、
幕
府
の
許
可
を
得
て
後
瀬
山

城
を
海
浜
の
地
「
雲
浜
」
に
移
す
べ
く
小

浜
城
の
築
城
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
が
、

慶
長
十
四
年
、
四
十
七
歳
で
小
浜
に
没
し

ま
し
た
。
こ
の
と
き
お
初
は
落
飾
し
、
以

後
「
常
高
院
栄
昌
尼
」
と
称
し
ま
し
た
。

　

高
次
は
、
旧
来
の
京
極
氏
の
本
拠
地
、

山
東
町
（
現
在
の
米
原
市
）
の
清
滝
寺
に

運
ば
れ
葬
ら
れ
ま
し
た
。
徳
源
院
京
極
家

墓
所
に
は
、
越
前
産
笏し
ゃ
く
だ
に
い
し

谷
石
で
築
か
れ

た
立
派
な
石
せ
き
び
ょ
う
廟
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
坂
冬
の
陣
、
夏
の
陣

　
　

　

大
坂
の
役
は
、
姉
淀
殿
と
そ
の
子
秀
頼

の
「
豊
臣
氏
」
と
妹
お
江
が
嫁
い
だ
「
徳

川
氏
」
と
の
戦
で
あ
り
、
常
高
院
に
と
っ

て
は
複
雑
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

慶
長
十
九
年
の
大
坂
冬
の
陣
の
あ
と
、

常
高
院
は
大
坂
方
の
代
表
と
し
て
和
平
の

織
田
信
秀

浅
井
久
政

徳
川
家
光

京
極
忠
高

豊
臣
秀
吉

初

徳
川
秀
忠

千 古
奈

於
崎（
玉
台
院
）

和
子

徳
川
家
康

竜
子（
松
の
丸
）

京
極
高
次

お
江
（
崇
源
院
）

お
初（
常
高
院
）

茶
（々
淀
殿
）

万
福
丸

京
極
高
吉
（
高
慶
）

於
慶（
マ
リ
ア
）

浅
井
長
政

織
田
信
長

お
市

豊
臣
秀
頼

豊
臣
秀
吉

初

京
極
高
知

（養女）

千

お
初
を
中
心
と
し
た
戦
国
女
性
の
系
図

会
議
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
徳
川
方

の
代
表
で
あ
る
阿
茶
の
局
と
の
交
渉
で
和

平
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
常
高
院
の
努
力
も
む
な
し
く

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
大
坂
夏
の
陣
で

姉
の
淀
殿
と
甥
の
秀
頼
を
亡
く
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

三
姉
妹
の
中
で
も
最
も
苛
烈
な
生
涯
で

あ
っ
た
淀
殿
。
天
下
の
政
争
に
明
け
暮
れ

る
戦
国
女
性
の
最
後
を
華
々
し
く
生
き
た

一
生
で
し
た
。

常
高
寺
建
立

　

常
高
院
は
、
亡
父
や
夫
な
ど
の
菩ぼ
だ
い提

を
弔
う
た
め
、
ま
た
自
ら
の
墓
所
と
し

て
小
浜
に
寺
院
建
立
を
発
願
し
、
寛
永
七

年
（
一
六
三
〇
）
後
瀬
山
の
北
ろ
く
の
小

浜
町
を
一
望
す
る
高
台
に
、
小
浜
出
身
の

槐か
い
ど
う堂

和
尚
を
開
山
に
招
い
て
凌
り
ょ
う
し
ょ
う
ざ
ん

霄
山

常
高
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。

常高寺山門

常
高
院
の
死
去

　

念
願
の
平
和
が
訪
れ
た
寛
永
十
年

（
一
六
三
三
）
八
月
二
十
七
日
、
常
高
院

は
高
次
の
跡
を
継
い
だ
忠
高
あ
て
の
遺

書
「
か
き
お
き
の
事
」
を
残
し
、
享
年

六
十
六
歳
（
六
十
四
歳
説
も
あ
り
）、
京

極
家
江
戸
屋
敷
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
法

名
常
高
院
殿
松
巌
栄
昌
大
姉
。
臨
終
に

際
し
て
槐か
い
ど
う堂
和
尚
が
江
戸
に
迎
え
に
立

ち
、
遺
骸
は
秋
の
木
曽
路
を
経
て
若
狭
に

帰
り
、
小
浜
城
に
入
っ
た
後
、
荘
厳
な
葬

儀
が
営
ま
れ
、
遺
言
に
従
っ
て
常
高
寺
裏

山
で
荼だ

び毘
さ
れ
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
常
高
寺
墓
所
に
は
立
派
な
笏
谷
石

のほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

宝
篋
印
塔
が
あ
り
、
生
前
か
ら
仕
え
た

七
人
の
侍
女
た
ち
や
そ
の
後
継
尼
僧
た
ち

の
墓
に
囲
ま
れ
て
静
か
に
眠
っ
て
い
ま

す
。

　

武
家
に
生
ま
れ
、
武
家
に
嫁
い
だ
浅
井

三
姉
妹
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
戦
禍
に
ほ
ん

ろ
う
さ
れ
、
そ
の
生
涯
は
天
下
統
一
か
ら常高院墓塔（常高寺）

「
お
初
」「
京
極
高
次
」
が

　
　
　

続
々
と
小
浜
に
出
現
!?ご当地キャラ探し（7 月 3 日・常高寺）

常高院侍女墓石（常高寺）
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「公有地」を 　　　　売却 します　　　

　小浜市と小浜市土地開発公社では、市内６カ所の公有地を最低
売却価格を設定して売却します。購入を希望される方（法人可）は、
期間内に入札をしてください。最低売却価格以上の最高価格入札
者が落札者となります。
　なお、落札されなかった物件は、競争入札によらず希望者に先
着順に売却します。

区分 所在地
用途地域

面積（㎡） 最低売却価格 備考
地目 建ぺい率／容積率

❶  小浜飛鳥 41 番 2
第一種中高層住居専用地域

623.27㎡ 953 万 9 千円
宅地 60 ／ 200

❷  遠敷 74 号 17 番 2 ほか 3 筆
用途指定なし

229.23㎡ 538 万 3 千円  上下水道
 　引き込み可能宅地 60 ／ 200

❸  松ヶ崎二丁目 714 番１
第一種低層住居専用地域

229.42㎡ 790 万 9 千円
宅地 50 ／ 80

❹   生守 6 号 15 番・16 番
用途指定なし

1,191.00㎡ 2,920 万 3 千円
雑種地 60 ／ 200

❺  遠敷 49 号 1 番 1
用途指定なし

2,695.13㎡ 5,417 万 7 千円
宅地 60 ／ 200

❻  高塚 8 号 1 番 14
用途指定なし

689.46㎡ 2,091 万 8 千円  分筆可能
宅地 60 ／ 100

【売却土地一覧表】

（青井第一公園）

❶

青井会館

◆小浜飛鳥 41 番 2

◆松ヶ崎二丁目 714 番１　

西津小学校

西津公民館
・保育園

県立大学

小浜キャンパス�

こうのとり大橋�

国道 162 号

❸

❹

◆生守 6 号 15 番・16 番

国道
162 号

（南  川）
今富小学校

サンライズマンション

❷

国道 27 号

東小浜駅口交差点

�
東
小
浜
駅

遠
敷
小
学
校
�

◆遠敷 74 号 17 番 2 ほか 3 筆

❺
東小浜職員住宅

サン・サンホーム小浜

◆遠敷 49 号 1 番 1

東小浜駅

◆高塚 8 号 1 番 14

国富公民館

国富小
学校

北　川

県道羽賀東小浜停車場線

➡府中橋

高塚橋➡

国富保育園 ❻

【入札期間】　　８月６日（金）〜 19 日（木）

【開　　札】　　８月 20 日（金）

　　　　　　　　９時から市役所４階入札室

■問い合わせ　財政課　☎内線 335


